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デジタル化の歴史

• 平成１８年度 「館蔵和古書画像データベース（試行版）」公開

和古書目録データベースから抽出の簡易目録から検索

画像は平成２年度撮影マイクフィルムから平成１２年にデジタル変換したもの

• 平成２１年度 「マイクロ／デジタル資料・和古書所蔵目録」から

貴重書・収集マイクロ画像公開

「館蔵・収集資料のデジタル化の方針」 作成

• 平成２２年度 上記方針に沿って貴重書等デジタル撮影

• 平成２３年度 ５ヶ年計画 「所蔵古典籍・マイクロフィルム資料デジタル化による

グローバルな情報発信」 スタート

毎年所蔵古典籍・マイクロデジタル変換約3,000点のデジタル化

日本語の歴史的典籍のデータベース構築計画

• 平成２５年度デジタル撮影 所蔵和漢古書 1563点 約310,000コマ

• 平成２５年度収集マイクロフィルムデジタル変換（予定）
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デジタル化対象資料について

・ 所蔵和古書・漢籍 13,603点 49,500冊
デジタル撮影

撮影済みマイクロフィルムからのデジタル変換

・ 収集マイクロフィルム 187,833点 約41,000リール

撮影済みマイクロフィルムからのデジタル変換

［・ 収集デジタル画像］ 他機関所蔵古典籍
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日本古典籍総合目録データベースにおける和古書（古典籍）目録
についての基本的な考え方

和古書・マイクロ／デジタル資料・古典籍の３つの書誌データ群

• 個別資料（item）ごとに書誌データを作成

• 著作（work）のもとに諸本を集める｢総合目録型｣

• 日本古典籍総合目録データベースとしてのまとまり

・ 共通の仕組み

１．典拠コントロール

２．書誌構造

・ 全体を統括する共通規則と対象資料・業務ごとの作業用マニュアル

• 典拠ファイルを共有する３つの書誌データ群が

より大きな日本古典籍総合目録として機能

• 目的に応じた公開（総合目録／所蔵資料の目録）
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日本古典籍総合目録データベース概要図

著者典拠ファイル
68,903件

著作典拠ファイル
466,457件

古典籍総合目録
261,814件

マイクロ／デジタル目録
221,792件

和古書目録
16,399件

典拠データ

所蔵和古書・マイクロ／デジタル目録データベース

日本古典籍総合目録データベース

書誌データ

館蔵和古書
画像
7,863点

デジタル収集画像
682点

デジタル変換画像
17,263点

・・・『国書総目録著者別索引』＋新規著者（含『古典籍総合目録』）
統一著者名（表記・よみ）
別称（表記・よみ）
識別事項（生没年、職業・身分、注記等）… 新規著者のみ

・・・『国書総目録』＋新規著作（含『古典籍総合目録』）
統一書名（表記・よみ）
巻冊数
別書名（表記・よみ）
識別事項（分類、成立、注記等）
『国書』所在、翻刻複製情報

（各所蔵機関公刊目録）
（所蔵和古書）

（収集マイクロフィルム・
デジタル画像）

2013.7.1現在
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BID : 200000205親
【記載書名】

[1] 三代和歌集／校本(さんだいわかしゅう／こうほん) 見
【刊写】刊
【出版事項】

[1] 嘉永６ 出雲寺／文治郎〈京都 ，〉
河内屋／喜兵衛〈大坂 ，〉
永樂屋／東四郎〈名古屋 ，〉
須原屋／茂兵衛〈江戸〉

【形態】中
【冊数】５冊
【残欠】拾遺和歌集上巻第一～一〇欠
【書誌構造】叢書
【子書誌】

古今和歌集 刊 W 国文研初雁
後撰和歌集 刊 W 国文研初雁
拾遺和歌集 刊 W 国文研初雁

【和古書メディア】
１２０２５００００１-０００５

子２ 子３【著作】 WID : 211052
三代集(さんだいしゅう)

BID : 200000206 BID : 200000207 BID : 200000208
【記載書名】 【記載書名】 【記載書名】

[1] 古今和歌集(こきんわかしゅう) 内 [1] 後撰和歌集(ごせんわかしゅう) 内 [1] 拾遺和歌集(しゅういわかしゅう) 内子１
[2] 古今和歌集(こきんわかしゅう) 序首 [2] 後撰和謌集(ごせんわかしゅう) 外 【刊写】刊
[3] 古今和歌集(こきんわかしゅう) 序中 [3] 後撰咊謌集(ごせんわかしゅう) 外 【ソート年】

【刊写】刊 【刊写】刊 【形態】中
【ソート年】 【形態】中 【冊数】１冊
【形態】中 【冊数】２冊 【残欠】巻第一～一〇欠
【冊数】２冊 【書誌構造内連番】2 【書誌構造内連番】3
【書誌構造内連番】1 【親書誌】 【親書誌】
【親書誌】 三代和歌集／校本 嘉永６ 刊 W 国文研初雁 三代和歌集／校本 嘉永６ 刊 W 国文研初雁

三代和歌集／校本 嘉永６ 刊 W 国文研初雁 【和古書メディア】 【和古書メディア】
【和古書メディア】 １２０２５００００３-０００４ １２０２５００００５-００００

１２０２５００００１-０００２

【著作】 WID : 2664 【著作】 WID : 2971 【著作】 WID : 32940
古今和歌集(こきんわかしゅう) 後撰和歌集(ごせんわかしゅう) 拾遺和歌集(しゅういわかしゅう)

《 叢書 》

書誌構造 （１）叢書
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書誌構造 （２）合刻・合綴
親

親
BID : 200003988

【刊写】刊 BID : 200002557
【出版事項】 【刊写】混

[1] 須原屋／茂兵衛〈江戸 ， 【形態】半〉
須原屋／伊八〈江戸 ， 【冊数】１冊〉
河内屋／喜兵衛〈大坂 ， 【書誌構造】合綴 BID : 200002558〉
淺倉屋／久兵衛〈東都〉 【子書誌】 【記載書名】

【形態】大 ひなつくは 写 W 国文研 [1] ひなつくは(ひなつくば) 内
【冊数】１冊 誹学校 刊 W 国文研 [2] ひなつくは(ひなつくば) 外
【書誌構造】合刻 【和古書メディア】 [3] 鄙筑波／古学(ひなつくば／こがく) 外
【子書誌】 ナ３００１４００００-００００ [4] 鄙筑波(ひなつくば) 序首

おあむ物語 刊 W 国文研 【刊写】写
おきく物語 刊 W 国文研 【書誌構造内連番】1

【書誌注記 〈叢〉梅畦叢書。 【親書誌】】 子１
【和古書メディア】 混 W 国文研

ナ４００４９００００-００００ 【書誌注記 〈写〉新写本。】
【和古書メディア】

ナ３００１４００００-００００

【著作】 WID : 424157
ひなつくは(ひなつくば)子１ 子２

BID : 200003989 BID : 200003990
子２【記載書名】 【記載書名】

[1] おあむ物語(おあんものがたり) 内 [1] おきく物語(おきくものがたり) 内
[2] 於安無物語(おあんものがたり) 見 [2] 於幾久物語(おきくものがたり) 見 BID : 200002559
[3] おあんものかたり(おあんものがたり) 外 [3] おきくものかたり(おきくものがたり) 外 【記載書名】
[4] 御庵物語(おあんものがたり) 跋首 [4] おきく(おきく) 柱 [1] 誹学校(はいがっこう) 外
[5] おあん(おあん) 柱 [5] 阿菊物語(おきくものがたり) 跋中 [2] 誹学校(はいがっこう) 序中

【冊数】１冊 【冊数】１冊 【刊写】刊
【書誌構造内連番】1 【書誌構造内連番】2 【ソート年】
【親書誌】 【親書誌】 【書誌構造内連番】2

刊 W 国文研 刊 W 国文研 【親書誌】
【和古書メディア】 【和古書メディア】 混 W 国文研

ナ４００４９００００-００００ ナ４００４９００００-００００ 【和古書メディア】
ナ３００１４００００-００００

【著作】 WID : 953 【著作】 WID : 1058
おあん物語(おあんものがたり) おきく物語(おきくものがたり) 【著作】 WID : 1085025

誹学校(はいがっこう)

《 合刻 》

《 合綴 》
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画像を見るには
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「禁無断転載」と透かし文字のある
公開例
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現システムの問題点

・ 目録システムに画像をリンク

→ 画像に到達するのに何度もクリックが必要

・ 他機関所蔵資料にプロテクトをかけた（許諾）

「禁無断転載」の透かし文字

→ 見づらい

・ 現状ではサムネイルなし

→ 特に冊数の多い資料について閲覧が困難

・ 画像リンクが原則として親データにのみ存在

→ 子データから画像の有無がわかりにくい
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日本語の歴史的典籍の
データベース構築計画

• H25.4  国文学研究資料館に「古典籍データベース事業センター」発足

• 拠点として２０大学

平成２５年度から平成３４年度までの１０年間に、

すべての領域にわたる約３０万点の古典籍の全文画像データベース
を構築する計画
データベース公開は平成２７年度の予定
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拠点大学

拠点大学

日本古典籍総合目録
データベース

画像

拠点大学

拠点以外

国文学研究
資料館

日本語の歴史的典籍の
データベース

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
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• 進捗状況

新・データベースの概要イメージ図作成

対象資料の選定の検討開始

『国書総目録』 収録対象範囲を一部拡張

国初から慶応３年

日本人の著作

漢籍は除く

一枚物は含まない

撮影する画像の仕様の検討開始

当館所蔵資料のデジタル化

（公開のため書誌データ作成を急ぐ）

拠点との協議
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拠点大学と国文学研究資料館の役割

データベースのインターフェイス・検索・画面の遷移

画像の仕様

書誌データ 等については協議

拠点大学

画像データの提供

既存の公開画像／未撮影の場合は画像データを作成（撮影）

国文学研究資料館

ＤＢシステムの管理

書誌情報の収集（拠点からの提供を含む）

書誌情報と著作のリンク

書誌情報と画像のリンク
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現システムの問題点 →  新システムでは

・ 目録システムに画像をリンク → クリック１回で．．．

→ 画像に到達するのに何度もクリックが必要

・ 他機関所蔵資料にプロテクトをかけた（許諾）

「禁無断転載」の透かし文字

→ 見づらい →   プロテクトなし、印刷等可

・ 現状ではサムネイルなし

→ 特に冊数の多い資料について閲覧が困難 → サムネイルあり

・ 画像リンクが原則として親データにのみ存在

子データから画像の有無がわかりにくい → 見せ方を工夫
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最後に

国文学研究資料館

〒190‐0014 立川市緑町１０－３

http://www.nijl.ac.jp/
デジタル化担当 古典籍データベース研究事業センター事務室

古典籍データベース係

古典籍の目録担当 古典資料目録係
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